
日本比較薬理学・毒性学会拡大評議員会 議事録 （案） 

 

日時：平成 22 年 3 月 26 日 第 149 回日本獣医学会学術集会 
場所：日本獣医生命科学大学 B 棟 第 2 会場（武蔵野市） 
議長：伊藤茂男会長（北海道大学） 
 
出席者：伊藤茂男、乙黒兼一、石塚真由美、池中良徳、藤田正一（北海道大学）、石井利明（帯広

畜産大学）、原幸男、山脇英之、岡田宗善（北里大学）、津田修治（岩手大学）、尾崎博、堀正敏、

村田幸久（東京大学）、金田剛治（日本獣医生命科学大学）、下田実、佐々木一昭（東京農工大）

浅井史敏、白井明志、和久井信（麻布大学）、海野年弘（岐阜大学）、竹内正吉、松尾三郎、中川

博史、西村和彦（大阪府立大学）、太田利男（鳥取大学）、佐藤晃一、大浜剛（山口大学）、池田正

浩（宮崎大学）、宮本篤、白石光也（鹿児島大学）（順不同、敬称略）３０名 
 
1）第 150 回日本獣医学会学術集会 
  石井先生（帯畜大）より第 1502 回日本獣医学会学術集会は 9 月 16－18 日 帯広畜産大学に

て開催し、薬理・毒性の分科会は全日程中 2 日間に別れ、実施されるとの報告があった。 
2）日本獣医学会役員選挙報告 
  伊藤会長（北大）より次年度の役員選挙に関する報告があり、当分科会からは当選者いなか

ったが、伊藤会長が理事長推薦より監事に就任するとのことであった。 
3）分科会会長会議報告 
 伊藤会長より獣医学会が社団法人化に向けて定款を作成中であり、来年度の総会において確定

される予定であること、また、それに合わせて学術集会基金と学術普及基金を創設することが

報告された。 
 臨床分科会より年 2 回の学術集会は多いとの提案があり、今後理事会において検討することが

報告された。 
4）分科会会長改選 
 伊藤会長より任期満了による分科会会長改選の提案がなされ、次期会長に尾崎博先生（東大）

が推薦され、本拡大評議委員会で承認された。 
5）全国および国公立大学獣医学協議会報告 
  今回は本評議員会が全国および国公立大学獣医学協議会より先に実施されたため、伊藤会長

と尾崎先生（東大）より、協議予定の議題について紹介があった。 
① 大学間連携の問題：共同教育課程について  
（岐阜大学と鳥取大学と京都産業大学）、（北海道大学と帯広畜産大学）など 

 ② ｅラーニング  ③ 相互テレビ会議システム 
 ④コアカリキュラム ⑤共用試験 ⑥協力者会議 
6）会計報告 
  堀先生（東大）より、資料に基づいて会計報告があり承認された。 
7）新任の先生の紹介 
  佐藤先生（山口大・獣医薬理）より、大浜剛先生（准教授）の紹介があった。 


